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組合の集会で演奏する 

サガンオールスターズ 

反原発うたいたい 

第
25
回
参
議
院
選
挙
も
７
月
４
日

公
示
、
７
月
21
日
投
開
票
と
な
り
、
読

者
の
皆
さ
ん
も
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

日
音
協
に
お
い
て
も
、
第
52
回
は
た

ら
く
も
の
の
音
楽
祭
（
秋
田
音
楽
祭
）

成
功
に
向
け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

秋田県実行委員会の第２号ニュース 

【
再
掲
】

第
52

回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

（
秋
田
音
楽
祭
）
の
出
演
申
込
は
、
７
月

30
日
（
火
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
〆
切
で
す
。 

出
演
団
体
（
者
）
、
代
表
者
、
連
絡
先
、

演
奏
時
間
と
出
演
希
望
日
（
あ
る
場
合
）

を
明
ら
か
に
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

る
と
こ
ろ
で
す
。

秋
田
県
実
行
委
員
会
か
ら
、
実
行
委

員
会
ニ
ュ
ー
ス
が
送
ら
れ
て
き
て
お
り

ま
す
の
で
、
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
、
秋
田
音
楽
祭
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

い
。

■
日

程

２
０
１
９
年
９
月
15
日
（
日
）
～

９
月
16
日
（
月
・
祝
）

■
会
場

秋
田
市
・
秋
田
県
児
童
会
館
（
け
や
き

シ
ア
タ
ー
）

■
テ
ー
マ

つ
な
げ
！

み
ん
な
の
想
い
を

ひ

と
つ
の
う
た
に
こ
め
て

（
編
集
部
） 

被爆 74 周年原水爆禁止世界大会・福島大会について（お知らせ） 

１．日 時  2019年７月27日（土） 12時開場／13時開会／

14時10分～16:00シンポジウム・特別分科会／16

時終了後、デモ出発  

２．会 場  福島県県教育会館 大ホール（全体集会、シンポジ

ウム）、2階会議室（特別分科会） ＪＲ福島駅から

徒歩20分     ＊会場には駐車はできません。 

３．主 催  原水爆禁止日本国民会議（原水禁） 

４．規 模  600人 

＊日音協としての演奏の機会はありません。 

https://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 7 月１日               音 楽 運 動              第 606 号（2） 

ＦＭカンパニーは、６月２２日秋田祭典に向けての

創作曲を決めるため札幌から車で１時間半の石狩市厚

田区の山奥にある別荘で合宿をおこなった。実はこの

別荘、日本の大手の某コンビニチェーンのお偉いさん

がバブル時代に建てただけあって、１階は車庫の3 階

建て、リビングは３０帖、寝室は５部屋、風呂 2 つ、

総床暖となんとも贅を尽くした代物だ。しかも山道を

走って奥深い森林の中にあって、テレビもドコモの携

帯も繋がらない？ これでは集中して合宿ができるは

ず。（1 月の合宿は大坂なおみの全豪決勝でテレビにく

ぎ付けだったからなあ） さて、豪邸内をひとしきり

見学した後、午後2 時から早速各自が作ってきた創作

曲の発表と講評をみっちり 2 時間行った。選考は翌日

にすることとして夕刻からは車庫で BBQ を開始し一

気に宴会モードに突入した。 

まあその後はお酒をいっぱい飲み小生の記憶も断片

的なのだが、30 帖のリビングは反響も良く歌が上手

くなったような気分なのは覚えている。 

 さて、昨晩からの雨もあがり、広い別荘ではイビキ

で悩まされることもなく迎えた清々しい翌朝。祭典で

の発表曲の選考会を行い、ＦＭカンパニー2 曲（生き

る、明日はハレルヤ）、ノーサイド 2 曲（ごめだぜぃ、

うたっていいんでないかい）を決定した。さてこれか

ら2 ヶ月かけ曲を完成させ秋田で披露しますので、お

待ちください。好評だったこの別荘。8 月にも総仕上

げ合宿を行う予定にしている。（ちなみにこの別荘、

300 万円で売ってもいいとオーナーが言ってるらし

い。買いたい人は連絡ください) 

 追伸、食材とお酒が余ったので、自宅に帰って昼か

ら我が家のテラスでブービーと佐藤会長で反省会とい

う BBQ を決行してしまった。本当に懲りないメンバ

ーである。            （磯野 宏之） 

 

 

吹き抜けのリビングでの演奏 

別荘の正面写真（これが300 万で･･･） 

   発表曲選考会の様子 

今日も元気に集合写真 

アレ！私は誰でしょう？ 

（別の場所での一コマでした） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年７月１日              音 楽 運 動              第 606 号（３） 

 

笠木さんが、半年か

けて「日音協の歩み」

を編集しました。 

使命感なのかよっぽ

ど暇なのは分かりませ

ん。 

年表は3部になって

いて、それぞれの年代

の日音協の活動と国内

外情勢が掲載されてい

ます。写真も沢山載っ

ていて年配者はハズキ

ルーペで見ながらゆっ

くり酒を飲めるでしょ

う。若者には歴史を知

ってもらういい教材で

す。 

さて、これをどうし

たものか、9 月の祭典

までに冊子にして配布

しようか？ただいま検

討中ではあります。 

（磯野 宏之） 

 

■編集部にも笠木さん

から相談がありまし

た。やっと編集を終え

て、さて字体とか体裁

とか最後の仕上げの相

談でした。 

 ネットで原稿を送っ

てもらい、その苦労の

跡に脱帽、労作です。 

今号での PDF は急ご

しらえで申し訳ないの

ですが、皆さんの許へ

完成品が届くよう期待

しています。 （佐藤） 

 

 

 

完
全
退
職
し
て
か
ら
、
ほ
ぼ
一
年
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。 

思
い
返
せ
ば
、
70
年
代
に
音
楽
運
動

に
出
会
い
、
み
ん
な
で
歌
う
の
が
楽
し

く
て
、
ギ
タ
ー
を
抱
え
い
つ
で
も
出
か

け
て
い
っ
た
。
と
に
か
く
走
っ
た
。
若

か
っ
た
。 

途
中
、
出
会
い
と
別
れ
も
あ
り
、
思

い
出
し
た
く
も
な
い
挫
折
も
味
わ
っ

た
。 足

を
洗
っ
た
つ
も
り
で
い
た
が
「
た

ま
に
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
た
の
は
、
日
音
協
の
み
ん

な
た
ち
で
あ
っ
た
。 

今
回
ま
と
め
た
「
日
音
協
年
表
」
は

今
年
１
月
か
ら
作
り
始
め
半
年
か
け
完

成
し
た
。 

「
音
楽
運
動
」
の
創
刊
号
か
ら
す
べ

て
読
み
返
し
て
み
た
。
自
分
が
運
動
か

ら
離
れ
て
い
た
時
代
に
若
い
担
い
手
た

ち
が
生
ま
れ
、
新
し
い
曲
づ
く
り
が
始

ま
っ
て
い
る
。 

労
組
主
体
の
音
楽
祭
や
集
会
は
、
今

や
国
会
前
行
動
や
沖
縄
行
動
に
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
よ
り
現
場
に
あ
っ
た
形
を

持
ち
寄
り
、
変
化
に
順
応
し
た
活
動
が

続
い
て
い
る
。
し
か
も
生
き
生
き
と
。

今
後
に
お
い
て
も
困
難
に
出
会
う
だ
ろ

う
が
、
そ
ん
な
時
「
こ
の
歩
み
」
を
見

て
ほ
し
い
。 

そ
こ
に
は
「
積
み
重
ね
ら
れ
た
歴
史

が
あ
る
。
き
っ
と
自
信
と
勇
気
を
与
え

て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。」 
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０
１
９
年
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笠
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博
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2019 年 7 月１日              音 楽 運 動              第 606 号（４） 

 皆さん、今年の音楽祭、終了後の御予定はいかが

でしょうか。打ち上げも観光もいいですが、よかっ

たら本格的な演劇を見て行きませんか？ 

 私（おだ）は演劇を始めて 33 年になります。こ

の間「はたらくものの音楽祭」でのシングルトリオ

のコントを始め、全国・東京青年団結集会での構成

詩演出、逓電演集での活動、そしてインプロ（即興

演劇）の活動と歩みを進めてきました。多くの作品

や舞台と出会ってきましが、その中には正に労働者

の「生活・労働・たたかい」を描いたものも多く、

「これはぜひ、自分たちの手で日音協の仲間に観て

もらいたい！」と思うようになりました。 

 ところが本格的な戯曲になると、それをやるには

どうしても 90 分～２時間かかってしまいます。と

ても音楽祭で上演できるようなものではありませ

ん。ならば、音楽祭２日目終了後、午後の時間に、

音楽祭とは別の自主企画として公演を打とうと考

えました。毎年音楽祭の２日目は 13 時過ぎに終了

します。そこから昼食時間を挟んで、会場近くで演

劇をやろう、そして日音協の仲間に見てもらおうと

いうわけです。 

 １回目の今年は、以下の公演を行います。 

永井愛「歌わせたい男たち」（約 90 分） 

2019 年９月 16 日（月祝）音楽祭終了後 14:30

開場、15:00 開演（音楽祭終了後）＠秋田ふれあい

交流館ＡＵ ミュージック工房１（50 席）（駅の近

くです）一般 3000 円（音楽祭参加者は 2500 円）

学割 1000 円 

 内容は高校教員の卒業式での「日の丸・君が代」

不起立闘争についてです。男女それぞれ主役がい

て、良心に基づいて「君が代」は歌いたくない、生

徒たちに嘘を教えるわけにはいかない、と起立・歌

唱を拒否する社会科教諭拝島と、彼に共鳴しつつも

生活のために「君が代」の伴奏拒否はできないと考

える音楽講師ミチル。拝島に何とか歌わせようとす

る校長と、彼の片腕とも言うべき英語教諭片桐。そ

れぞれの葛藤とそこから生まれる魂のぶつかり合

い。いくつもの演劇賞を総なめにした、見どころ満

載の作品です。 

公演に向けて学習会 

 さすがにこれはシングルトリオだけでやるわけ

にはいかず、役者仲間の中からキャストを選んで座

組を作りました。プロを目指す若手俳優の迫力ある

演技をぜひご覧ください。そして彼らを支えるべ

く、シングルトリオから私と青木美夢が出演しま

す。 

 また音楽祭前に東京公演も行います。こちらは青

木美夢は出ませんし、音楽祭割引もありませんが、

本格的な小劇場での公演です。秋田とは一味違うも

のをお届けします。 

 

2019 年９月７日（土）16:00 開演／19:30 開演 

9 月８日（日）14:00 開演／18:00 開演 

（計４ステージ 96 席） 

＠荻窪 i-Rego Garage（荻窪駅南口より徒歩１分） 

一般前売3000円 当日3500円 学割1000円 

 

 すでに練習は開始しています。初日は日教組埼玉

の金子委員長を講師に迎え、不起立闘争についての

学習会をやりました。全員すごい学習意欲で、早く

も公演に向けて情熱がほとばしっています。 

 

ご予約は periodista901@yahoo.co.jp まで。よ

ろしくお願いします！ 

  

（東京都支部・おだかずや） 

 

mailto:periodista901@yahoo.co.jp
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2019 年６月１日  音 楽 運 動 第 605 号（5） 

たかが言葉 されど言葉 

【音楽で表現するものとして、言葉の使い方には気をつけているつもりです。音楽運動の編集の際も同様です。

松本会長も結構こだわりがあり、「子供」ではなく「子ども」を使うようにと指導されます。「〇〇の子供」という

作品が出てきたらどうしよう、とビクビクしています。さて、NTT 労組の機関紙に「みんなの人権」というコー

ナーで連合副事務局長のコラムが掲載されていました。2019 年 6 月 22 日号。全文転載させていただきます。

みなさんも自分のこととして考えてみてください。】                    （編集部・佐藤） 

子どもの携帯電話を買いに行った友人の話です。お店の人が何度も「奥さん」というので、耐えきれず「『お客

さま』もしくは名前で呼ぶべきではないですか」と言ってしまった、と。 

彼女はシングルマザー。子どもを連れた人が必ずしも誰かの妻ではないと怒っていました。 

悪気なく使ったにせよ、不適切な言葉、人を傷つける言葉があります。差別用語についても多くの人が気にする

ことなく使っています。 

実は差別用語と定められたものはなく、放送禁止用語として各社で示されているということです。ウィキペディ

アを引用すると、「他者の人格を個人的にも集団的にも傷つけ、蔑み、社会的に排除し、侮蔑・抹殺する暴力性を

持つ言葉」のことをいう。具体的には、特定の属性（国籍、人種、少数民族、被差別階級、性別、宗教、同性愛者、

障害者、特定疾患の罹患者、職業など）を持つ人々に対する否定的差別を意図して使用される俗語や表現を指し、

侮辱するための蔑称を含む ―。 

「片手落ち」「めくら判」「つんぼ桟敷」「バカチョンカメラ」などが、こういう差別語であると知っているとい

う人も、「ブラインドタッチ」は気にせず使っていたりします。 

「特定の環境にある人を傷つける」ということに思いを致せば、「五体満足」「手短に話す」「舌足らず」「耳障り」

などはもとより、例えば、「足の運び」や「目が肥える」等の身体に関する言葉も違う表現に変えた方がいい場面

もあると思っています。 

「嫁」やら「姑」「女こども」「女々しい」なども不適切です。 

「障害をもつ」のでなく「障害がある」というのが適切とも言われます。「障害」の「害」も「がい」、もしくは

「碍」と書くべきとも。 

しかし、パラリンピック選手の自叙伝には、「障害をもつ」とありました。 

「差別か差別じゃないかは相手にもよると思います。ちなみに私は身体障害者ですが全然気にしたことありませ

ん。害の字が嫌と考えている人にとっては差別と考えるかもしれませんが、事実、健常者と違って障害はあるので

すから今更障害者が障がい者になっても何も思いません」との意見を見たことも。 

 一方で、障害者を「害」と差別している人がいるから、問題提起するために、あえて「害」を使っているという

障害者団体の方のお話を聞いたこともあります。 

 たかが言葉。されど言葉。相手の立場を尊重し、「この言葉、心に突き刺さっていないかしら」と、ちょっと考

えられたらと思うのです。                         （連合副事務局長・山本和代） 

日音協千葉県支部は、６月 30 日、千葉県習志野市

の京成労働会館で第６回ふれあい音楽広場を開催。40

人が参加しました。 

出演者は、京成吹奏楽団、村石俊也（ギター）、イ

ッシー＆ワッシー、アンサンブル・ディオン（アコー

ディオン合奏）、かつらぎ民話を語る会（紙芝居とう

た）、砂川隆一（ギター）、飯島貞親（歌とジョーク

で権力を笑う）、小田嶋幸次（ハーモニカ）、合唱団

ミール、反原発歌いたい。合唱団ミールは、「ミール・

ソロ」として、メンバー一人ひとりがソロをうたうコ

ーナーもありました。小田嶋幸次さんは、第 35 回は

たらくものの音楽祭（千葉）で小田嶋ファミリーで演

奏した「Sir Duke」ほかで、すばらしいハーモニカを

聴かせてくれました。 

閉会にあたり松本支部長があいさつに立ち、「若い人

にもっと呼びかけて、来年もふれあい音楽広場を開催

したい。時期は少し変わるかも知れないがぜひご参加

を」と話しました。 （松本敏之） 

合唱団ミールの演奏 



 

 

 

 

 

 

 

 

許
さ
な
い
実
行
委
員
会 

 

2019 年 7 月 1 日  音 楽 運 動 第 606 号（6） 

▼
い
よ
い
よ
参
院
選
挙
だ
。
▼
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
８
月
の
決
着
に
言
及
し
た

日
米
貿
易
交
渉
、
首
相
が
前
提
を
つ
け

ず
に
首
脳
会
談
実
現
を
め
ざ
す
と
述
べ

た
北
朝
鮮
問
題
、
金
融
庁
審
議
会
の
報

告
書
に
端
を
発
し
た
年
金
問
題
、
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」

を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
、
安
倍
政
権
は
重

要
な
課
題
は
参
院
選
後
で
な
い
と
明
ら

か
に
し
な
い
姑
息
な
姿
勢
を
示
し
て
い

る
。
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
で
は
住

民
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
言
い

な
が
ら
工
事
を
強
行
し
て
い
る
。
モ
リ

カ
ケ
問
題
で
は
、
何
一
つ
問
題
点
は
明

ら
か
に
な
っ
て
な
い
の
に
野
党
が
追
及

を
続
け
る
と
「
も
っ
と
他
に
議
論
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
の
与
党
を

利
す
る
声
が
出
る
始
末
だ
。
▼
国
会
答

弁
で
は
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
ず
、
「
三

本
の
矢
」
「
女
性
活
躍
」
「
働
き
方
改

革
」
な
ど
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
次
々
と
並
べ

立
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
成
果
を
上
げ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
や
っ

て
い
る
感
」
だ
け
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

▼
内
政
も
外
交
も
ほ
と
ん
ど
政
策
目
標

を
達
し
て
お
ら
ず
、
批
判
を
封
じ
る
た

め
に
メ
デ
ィ
ア
に
介
入
す
る
。
そ
の
結

果
、
政
権
に
対
す
る
批
判
的
な
意
見
は

メ
デ
ィ
ア
か
ら
消
え
て
い
る
。
「
国
境

な
き
記
者
団
」
が
発
表
す
る
「
報
道
の

自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
２
０
１

０
年
（
鳩
山
政
権
時
）
の
11
位
か
ら
、 

２
０
１
７
年
に
は

72
位
ま
で
下
げ
て

い
る
。
▼
今
度
こ

そ
現
政
権
を
退
陣

に
追
い
込
も
う
。

（120） 

飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動

６
／
21
（
３
５
１
回
）
報
告
：R

ic
o

・
鈴
木 

▼東北新幹線に七戸十和田駅とい

う駅がある。発着便数も乗降客も

少ないが、開業以来、駐車場が無

料だったこともあり、青森市から

わざわざやってきて東京に向かう

人もいるという。私の通勤途中の

駅である。先日ふと降り立った。

▼同じ構内に七戸町のふれあい交

流センターがあった。広いホール

にはヤマハのピアノが置かれてい

た。自由に弾いていいそうだ。シ

ョパンの調べを奏でるマダム、ト

ルコ行進曲を軽快に弾き上げた？

おねえさん、「ネコふんじゃった」

を神妙に練習していた男の子、…

ふと行き会った音楽風景であっ

た。   （佐藤） 

参
加
者

瓦
井
、
鈴
木
、
葉
子
さ

ん
、
達
哉
、
ス
ー
さ
ん
、
な
べ
さ
ん
、

民
衆
の
う
た
の
仲
間
ふ
た
り

コ

ミ
ネ
ッ
チ
、
森

計
10
名

沖
縄
の
慰
霊
の
日
の
直
前
。
お
迎

え
の
歌
の
後
、『
月
桃
』
を
歌
っ
た
。

平
和
の
礎
に
は
、
今
年
も
新
し
い
名

前
が
刻
ま
れ
た
そ
う
だ
。
朝
鮮
半
島

か
ら
徴
用
さ
れ
て
い
た
犠
牲
者
の

名
前
も
刻
ま
れ
た
。
い
ま
も
な
お
、

埋
葬
さ
れ
な
い
遺
骨
が
あ
り
、
刻
銘

し
き
れ
て
い
な
い
犠
牲
者
が
い
る
。

朝
鮮
半
島
出
身
者
は
さ
ら
に
詳
細

が
判
ら
な
い
。
沖
縄
の
戦
争
は
終
わ

っ
て
い
な
い
。
な
の
に
な
ぜ
、
新
基

地
が
作
ら
れ
る
の
か
。
県
民
の
意
思

が
何
度
も
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
。
東
日
本
大
震
災
だ
っ
て

そ
う
だ
。
原
発
被
害
も
そ
う
だ
。
被 

災
者
の
生
活
は
元
通
り
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
な
の
に
何
が
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
だ
！
と
、
怒
り
は
募
る
。
国
会

議
事
堂
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
し
ま

っ
た
。

こ
の
怒
り
を
何
の
歌
で
ぶ
つ
け

よ
う
か
と
迷
っ
て
い
た
ら
、
ス
ー
さ

ん
が
『D

O
R

E
 

D
O

R
E

』
を
選
ん

で
く
れ
た
。
そ
し
て
『
私
た
ち
は
許

さ
な
い
』
へ
と
続
く
。
少
し
心
を
鎮

め
て
、
『
あ
た
り
ま
え
の
地
球
』
を

歌
う
。
警
備
の
警
察
官
が
近
く
に
い

る
。
あ
な
た
は
ど
う
思
う
の
？
と
問

い
か
け
る
つ
も
り
で
歌
っ
た
。

（
以
上
、R

ic
o
か
ら
の
報
告
） 

電
車
を
乗
り
過
ご
し
て
し
ま
っ

た
鈴
木
は
、
『
風
車
の
う
た
』
か
ら

の
参
加
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

６
月
１８
日
夜
、
震
度
６
強
の
新

潟
で
の
地
震
は
震
源
が
未
発
見
活

断
層
の
可
能
性
が
あ
る
と
の
事
だ
。

ま
だ
ま
だ
未
発
見
活
断
層
が
あ
る

か
も
知
れ
な
い
と
思
う
と
恐
ろ
し

い
。
今
日
は
急
に
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
仲
間
か
ら
「
原
発
や
め
て
、
地
震

に
よ
る
危
険
が
た
く
さ
ん
、
官
邸
前

の
み
な
さ
ん
に
連
帯
し
て
」
と
メ
ー

ル
を
頂
い
た
。
「
♪
地
震
大
国
日
本

に
は
揺
れ
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ゃ

し
な
い
…
原
発
に
ゃ
明
日
は
無
い

♪
」
の
歌
が
浮
か
ん
で
来
た
。
茱
萸

坂
の
一
角
に
並
べ
ら
れ
た
反
原
発

ポ
ス
タ
ー
の
中
に
、
「
東
京
に
原
発

を
造
ろ
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ

た
。
東
京
に
原
発
を
造
る
と
な
っ
た

ら
、
み
ん
な
反
対
す
る
だ
ろ
う
に
と

思
っ
た
。
た
ん
ぽ
ぽ
舎
前
で
は
、『
風

車
の
う
た
』
『
こ
こ
は
俺
た
ち
の
ふ

る
さ
と
だ
』『
前
へ
！
』『
ジ
ュ
ゴ
ン

の
住
む
海
』『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』

を
歌
っ
た
。「
♪
み
ど
り
の
大
地
と
、

青
い
海
、
渡
さ
な
い
ぞ
～ 

」。
そ
の

後
、
『
た
ん
ぽ
ぽ
合
唱
団
』
に
マ
イ

ク
を
渡
し
た
。

お
見
送
り
の
歌
を
歌
っ
て
い
る

と
、
ク
ッ
キ
ー
坊
や
の
妹
ち
ゃ
ん
が

「
沖
縄
に
行
っ
て
来
た
よ
」
と
１
人

１
人
に
お
土
産
を
渡
し
て
く
れ
た
。

彼
女
の
成
長
も
私
達
の
楽
し
み
で

も
あ
る
。
今
日
は
、
未
来
の
た
め
の

合
唱
の
定
例
日
だ
。
達
哉
君
、
森
さ

ん
、
葉
子
さ
ん
、
コ
ミ
ネ
ッ
チ
は
次

の
行
動
に
向
か
っ
た
。

く
り
返
さ
れ
る
辺
野
古
違
法
工
事
を
許

さ
な
い
！
６
・
24
官
邸
前
緊
急
行
動 

６
月
11
日
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
造
成

を
進
め
て
い
た
Ｋ
８
護
岸
か
ら
埋
め
立

て
用
土
砂
の
陸
揚
げ
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
全
く
違
法
な
作
業
で
あ

り
、
直
ち
に
中
止
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
暴
挙
で
す
。
同
護
岸
の
周
辺
に
は
移

植
す
べ
き
貴
重
な
サ
ン
ゴ
が
生
息
し
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
作
業
が
続
く
な
ら
、

サ
ン
ゴ
が
死
滅
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

そ
も
そ
も
、
辺
野
古
新
基
地
の
一
部

で
あ
る
護
岸
を
埋
め
立
て
工
事
の
た
め

の
土
砂
陸
揚
げ
桟
橋
に
使
う
こ
と
は
事

前
に
提
出
さ
れ
た
計
画
書
に
は
な
く
、

県
か
ら
も
中
止
を
強
く
指
導
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
Ｋ

９
護
岸
か
ら
の
埋
め
立
て
土
砂
、
石
材

の
陸
揚
げ
自
身
も
違
法
で
あ
り
、
県
か

ら
再
三
中
止
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
て

お
り
、
県
が
昨
年
行
っ
た
埋
め
立
て
承

認
取
り
消
し
理
由
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
県
の
指
導
を
平
然
と
無

視
し
白
昼
堂
々
と
違
法
な
作
業
を
続
け

て
い
る
防
衛
局
は
、
ま
る
で
な
ら
ず
者

で
あ
り
、
沖
縄
に
基
地
を
強
要
す
る
安

倍
政
権
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
く
り
返
さ
れ
る
政
府
・

防
衛
省
の
違
法
で
沖
縄
の
民
意
を
踏
み

に
じ
る
行
為
を
断
じ
て
許
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
こ
の
怒
り
を
首
相
官
邸
に

ぶ
つ
け
、
違
法
工
事
の
中
止
を
強
く
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（

） 

辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を 




